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中期経営計画の策定に関するお知らせ 

 

イハラケミカル工業グループ（以下、「当社グループ」という）は、2018年10月期を最終年度とする中期経営

計画を策定しましたので、その骨子について下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

当社グループにおける農薬事業につきましては、TPP 合意等昨今の状況下、国内農薬市場は海外農産品との競

合を意識した国内農業生産における農薬を含む生産資材費削減圧力の高まりや、ジェネリック品等の安価な農薬

の需要増が予想されるなど経営環境はますます厳しく、今後の成長を期待することは難しい状況にあります。こ

うした状況に鑑み、農薬需要増の期待できる海外市場である、中国・インドを中心としたアジア市場及び北米・

南米市場での販売増による事業最大化を目指し、農薬共同事業（以下、「KI剤共同事業」という）におけるパー

トナーであるクミアイ化学工業株式会社（以下、「クミアイ化学」という）との開発・販売計画の共有化に基づ

き、農薬原体供給の最適化を進める必要があります。 

化成品事業につきましては、法規制の強化や市場のグローバル化に伴う顧客の海外移転などの環境変化への迅

速な対応が必要と考えられます。 

当社グループは、こうした課題認識のもと、持続的成長と中長期的な企業価値向上に向け、以下の経営戦略を

遂行して参ります。 

１．当社グループの経営戦略（中期経営計画基本方針） 

最重要事業であるKI剤共同事業・化成品事業（有機中間体・精密化学品・ウレタン硬化剤・産業薬品）最大

化の遂行に加え、同事業で培った有機合成技術とグローバル調達拠点網を駆使した事業領域拡大により、顧客

価値を実現する成長戦略を遂行し、当社グループの持続的成長と中長期的な企業価値向上を図る。 

また、「ステークホルダーとの調和ある持続的成長」を強く意識し、最優先事項と位置付けた安全操業の徹底

と内部統制の確実な運用における社会的責任の遂行により、持続可能な社会づくりの一翼を担う。 

２．当社グループの中期経営計画の実現に向けた「2つの重要経営課題」とこれを解決する「実行計画」 

重要経営課題1：既存事業最大化と事業領域拡大による新規事業展開 

◇既存事業の最大化・最適化 

農薬事業 

パートナーであるクミアイ化学との確実な連携による当該中期 3 ヶ年の業績牽引役である畑作用除草剤

ピロキサスルホンをはじめとするKI剤共同事業の利益最大化の実現。 

化成品事業・その他 

世界が求める価値を提供する塩素化事業の確立と、精密化学品・産業薬品・ウレタン硬化剤・バイオ・

排水処理関連の各事業における新規市場の開拓による継続成長への取り組み。 
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◇新規事業創成に向けた基盤構築 

 
新規事業創成に向けた具体的施策 

①.農薬事業における自社品目の拡大 ： 

クミアイ化学との連携による他社との合弁事業も視野に入れた、中国農薬市場をメインターゲットとし

た販売展開に加え、市場規模の拡大が期待できるインドを含む東・東南アジア市場への展開も検討する。 

②.新規ウレタン硬化剤の製造販売 ： 

環境負荷低減を実現した硬化剤の開発とそのウレタンシステムの製造販売。 

③.機能材料分野への新規参入 ： イハラオリジナル化合物の開発による機能材料分野への参入。 

④.新分野における製品開発 ： 

食糧増産や環境などの社会的テーマを背景とした事業分野におけるイハラオリジナル製品や、新機能を

有する製品の開発による製造販売。 

重要経営課題2：持続的成長と中長期的な企業価値向上に向けた社会的責任の遂行 

当社グループにおける業務の適正を確保するための体制の整備と、この確実な実践（PDCA）により、持続的成

長と中長期的な企業価値向上を図るための基盤を構築し、顧客、株主・株式市場、社会・環境、従業員に、よ

り高い価値を提供することを通じて、社会全体の発展に貢献する。 

◇コーポレートガバナンス体制の刷新 

◇内部統制システム基本方針に基づく体制整備と確実な実践 

◇最優先事項と位置付けた安全操業の徹底と組織連携による外部調達体制の拡充 

３．当社グループの経営目標（連結）（2018年10月期） 

財務指標 目標値 

売上高 660 億円 

営業利益 68 億円 

経常利益 76 億円 

当期純利益 48 億円 

ROE（自己資本利益率） 9.0 ％ 

 

※中期経営計画の詳細につきましては、今後開催予定の会社説明会にてご説明して参ります。 
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